
Ｎ０．３３８ 佐 井 村 村 民 憲 章

１。学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し

心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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？
夢
と
希
望
に
満
ち
た
青
年
を
乗
せ
て
？

潮

風

に

の

っ

た

青

年

の

船

伊

藤

輝

貴

第
七
回
「
青
森
県
青
年
の
船
」

が
九
月
一
日
か
ら
十
二
日
間
に
わ

た
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
日
程
は
、

で
し
た
。

そ
れ
で
は
、
今
回
参
加
さ
れ
た

伊
藤
輝
貴
さ
ん
に
十
二
日
間
の
中

で
印
象
に
残
っ
た
出
来
事
を
振
り

返
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
・：

九

月

一

日

剛

三

回

の

事

前

研

修

を

終

え

た

団

員

三

五

一

名

を

乗

せ

て

十

五

時

三

十

分

、

青

森

港

堤

埠

頭

を

後

に

し

ま

し

た

。

は

じ

め

て

日

本

を

離

れ

る

私

に

と

っ

て

は

、

と

て

も

感

慨

深

い

も

の

が

あ

り

ま

し

た

。

そ

の

夜

は

船

長

招

待

パ

ー

テ

ィ

ー

が
行

わ

れ

、

こ

れ

か

ら

の

前

途

を

願

い

夜

遅

く

ま

で

杯

を

交

わ

し

合

い

ま

し

た

。

明

日

か

ら

頑

張

る

ゾ

ー

九

月

三

日

團

三

日

目

の

朝

、

外

を

見

る

と

日

本

に

は

な

い

一

風

変

わ

っ

た

釜

山

の

街

が

見

え

ま

し

た

。

入

国

手

続

き

を

終

え

、

は

じ

め

て

踏

み

し

め

る

外

国

の

地

。

自

分

も

こ

れ

か

ら

は

国

際

人

？

釜

山

か

ら

は

特

急

列

車

に

乗

り

ソ

ウ

ル

へ

向

か

い

、

景

福

宮

・

国

立

中

央

博

物

館

を

見

学

し

ま

し

た

。

そ

の

夜

は

、

楽

し

み

に

し

て

い

た

ソ

ウ

ル

市

内

の

青

年

と

の

交

歓

会

が

あ

り

ま

し

た

。

い

ろ

い

ろ

話

し

を

し

て

い

る

中

で

感

じ

た

の

は

。

。
自

分

た

ち

の

間

に

は

国

境

は

な

い

ん

だ

″

と

い

う

こ

と

で

し

た

。

翌

日

は

、

北
朝
鮮
と
の
国
境
付
近
に
あ
る
統

一
展
望
台
に
行
き
、
何
と
も
い
え

ぬ
緊
張
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。
早

く
両
国
が
統
一
さ
れ
れ
ば
と
切
に

願
い
ま
し
た
。

九
月
五
囗
㈲

午
前
中
、
洋
上
に
お
け
る
戦
死

者
や
海
難
事
故
に
よ
る
死
者
の
冥

福
を
祈
り
洋
上
慰
霊
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
各
組
の
団

結
力
を
競
い
、
洋
上
運
動
会
を
行

い
ま
し
た
。
中
で
も
楽
し
か
っ
た

の
は
応
援
合
戦
で
し
た
。
自
分
も

生
ま
れ
て
は
じ
め
て
メ
イ
ク
を
し

て
応
援
に
参
加
し
ま
し
た
。
き
れ

い
な
顔
に
仕
上
が
れ
ば
と
思
い
、

メ
イ
ク
前
は
入
念
に
ヒ
ゲ
を
剃
り

ま
し
た
。
左
の
写
真
を
見
て
く
だ

さ
い
。
さ
て
、
私
は
ど
こ
で
し
よ

つゝ
？

九
月
六
日
市

い
よ
い
よ
今
回
、
一
番
楽
し
み

に
し
て
い
た
中
国
へ
の
上
陸
。
何

と
い
っ
て
も
中
国
と
言
え
ば
、
万

里
の
長
城
。
そ
こ
を
歩
く
の
が
私

の
夢
で
し
た
。
と
て
つ
も
な
い
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、
そ
れ
を
築
い

た
秦
の
始
星
帝
の
権
力
や
中
国
の

国
民
の
計
り
知
れ
な
い
パ
ワ
ー
を

そ
こ
に
感
じ
ま
し
た
。
二
一
世
紀

は
中
国
の
時
代
と
言
わ
れ
る
の
が

理
解
で
き

る
よ
う
な
気

が
し
ま

す
。そ

の
夜
は
北
京
市
内
の
青
年
と

の
交
歓
会
が
あ
り
。

。お
互
い
国
は
違
う
け
ど
、
心
を

一
つ
に
し
て
平
和
な
世
界
を
築
い

て
い
こ
う
″

と
約
束
し
て
中
国
で
の
研
修
を
終

え
、
青
森
へ
む
か
い
ま
し
た
。

九
月
十
一
日
市

こ
の
船
で
知
り
合
え
た
仲
間
と

の
生
活
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
二
日
。

残
り
二
日
と
も
あ
っ
て
、
研
修
内

容
も
仕
上
げ
に
入
り
ま
し
た
。
今

日
は
、
今
回
の
活
動
の
成
果
を
発

表
す
る
青
年
の
船
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
行
わ
れ
、
い
ろ
ん
な
考
え
方

の
人
が
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ

さ
せ
ら
れ
、
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
夜
は
今
回
、
最
後
の
行
事
「
さ

よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
船
に
参
加
し
な
け
れ

ば
生
涯
知
り
合
う
こ
と
の
出
來
な

か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
仲
間
た
ち

…
…
本
当
に
別
れ
る
の
は
辛
か
っ

た
。
ず
１

つ
と
一
緒
に
い
れ
れ
ば
、

と
何
回
思
っ
た
こ
と
か
。
下
船
し

た
後
も
各
地
で
青
年
活
動
な
ど
で

再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
今
回

の
研
修
を
終
え
ま
し
た
。
最
後
に
、

こ
の
「
青
年
の
船
」
で
得
た
貴
重

な
体
験
や
知
識
を
、
今
後
の
自
分

や
地
域
の
中
で
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。



わいどの広場

修 学 旅 行 佐井中学校

新

幹
線
に
乗
り
東

京
に
行

き
ま
し
た
。
後

楽
園
遊
園
地

で
遊

ん
だ
後

東
京

ド
ー
ム
で

巨

人
対
阪

神
の
野
球

観
戦

を

し
ま
し
た
。

次

の
日
、
各

グ
ル

ー
プ
で

自
主

研
修
し
、
そ

の
後
東
京

タ

ワ

ー

や
、

劇

団

四

季

の

ミ
ュ
上

ン
カ
ル

「
美
女

と
野

獣
」

を
観
賞
。

や
っ
ぱ
り

本

物
は
す
ご

い
な
と
感
動
し

ま

し
た
。

三

日
目

は
、
国
会

議
事
堂

、

皇
居
、
浅
草
を
見
学
し

、
東

京
デ
ィ
ズ
ー〒

ラ
ン
ド
で
す
。

お
み
や
げ
も
、
楽
し

い
思

い
出
も

い
っ
ぱ
い
で

夜
行
列

車
に
乗
り
ま
し
た
。

い も ほ り 保 育 所

収
穫
を
味
わ
う

晴

れ
わ
た
っ
た
秋
空

の
下

い
も

ほ
り
を
し
ま
し

た
。

バ
ケ
ツ
を
手

に
匸

兀
気

に

畑
へ
出
発
だ

。

い
も
の
つ
る
を
力

い
っ
ぱ

い
引

っ
ぱ

る
と
、
大
き
な

デ

カ
イ
モ
、
か
わ

い
い
ち

び
イ

モ
が
顔
を
出
し

か
。
み

ん
な

大

喜
び
で
、
ど

ろ
ん
こ

に
な

り
な

が
ら
、

バ
ケ

ツ
い
っ
ぱ

い
に
し
て
保
育
所

に
戻

っ
て

来
た
。

お
や
つ
の
時
間
は
、

と
れ

た
て
の
じ

ゃ
が
い
も
を
、
お

い
し

い
お

い
し

い
と
何

個
も

お
か
わ
り
し
て
食
べ
ま
し
た
。

防 波 堤 の 大 壁 画

今
年
も
全
国
か
ら
来
た
美

術
学
生
、
五
グ
ル
ー
プ
三
十

名
が
防
波
堤
キ
ャ
ン
バ
ス
に

壁
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
ケ
ビ
ン
や

ス
イ
ミ
ン
グ（

ウ
ス
に
泊
ま

り
自
転
車
で
佐
井
漁
港
ま
で

通
い
、
暗
く
な
る
ま
で
頑

張
っ
て
絵
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
村
の
人
穴
ち
か
ら
、
す

い
か
、
ア
イ
ス
な
ど
の
差
し

入
れ
も
あ
り
す
っ
か
り
佐
井

が
気
に
入
っ
た
様
子
で
し

た
。ま

た
来
年
も
來
ま
す
と

ま
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
帰
っ

て
行
き
ま
し
た
。

ゲ ー ト ボ ー ル 大 会

老
人

の
生
き

が
い
と

健
康

増
進
を
目
的
に
九
月
十
一
日

山
村

広

場
で
、

老
人

ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大

会
、

郵
便

局
長

杯

争
奪

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル

大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
佐

井
郵

便

局
長
か
ら
「
あ
ま
り
無
理

を

せ

ず
、
の
び
の
び
と
プ
レ
ー
し

て
く
だ
さ
い
。
」

と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

村
内

か

ら
六
チ
ー
ム
が
出

場
、
日

頃
の
練

習
の
成
果

を

大
い
に
発
揮
し
ま
し
た
。

一
位
一

磯
谷
白

寿
会

二
位

寿
会
Ａ

三
位

福
浦
ぬ
い
ど
う
Ａ



第
５２
回

青
森
県
民
体
育
大
会

八
月
二
十
三
、
二
十
四
日
の
二

日
間
、
八
戸
市
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

佐
井
村
か
ら
は
五
競
技
に
参
加

し
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

○
卓
球一

回
戦

佐
＃

３
－

２

天
間
林

二
回
戦

佐
＃

３
－

２

柏

準
決
勝

佐
＃

Ｏ
－

３

田
舎
館

（
＊
三
位
）

○
陸
上
競
技

（
四
位
以
下
記
録
な
し
）

・
男
子
百
メ
ー
ト
ル
Ａ

六
位

長
島
幸
雄

・
男
子
二
百
メ
ー
ト
ル
Ａ

三
位

伊
藤
輝
貴

２４
秒
３

・
男
子
四
百
メ
ー
ト
ル

ニ
位

伊
藤
輝
貴

５５
秒
０

・
男
子
八
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
Ａ

四
位

長
島
幸
雄

中
村
正
美

石
戸
貴
広

伊
藤
輝
貴

・
男
子
走
幅
跳
Ａ

三
位

長
島
幸
雄

５
ｍ
９１
ｍ

・
男
子
砲
丸
投
げ
Ａ

一
位

田
名
部
直
仁

１０
ｍ
８８
ｍ

・
男
子
砲
丸
投
げ
Ｂ

二
位

小
笠
原
昭
彦

１０
ｍ
９５
ｍ

・
男
子
砲
丸
投
げ
Ｃ

四
位

竹
内

修

・
女
子
砲
丸
投
げ

四
位

中
村
久
美

（
男
女
総
合
五
位

男
子
三
位
）

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

準
々
決
勝

佐
＃

８
－

１４

柏

（
＊
五
位
）

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

一
回
戦

佐
＃

３６
－

７７

西
目
屋

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

一
回
戦

佐
＃

Ｏ
－

３

天
間
林

第 １回 佐井 村ウ ォー クラ リー 大 会（５ｋｍコース）

日 時 平成９年１０月１２日（日）

午前９時受付開始

午前１０時スタート

集 合 佐井小学校グランド

主 催 佐井村レクリェーションサークル

後 援 むっ下北地区レクリエーション協会

佐井村教育委員会

協 力 佐井村交通安全母の会

参加費 １チーム（３～５名）１，０００円

（保険料が含まれます）

申込み・問い合わせ

佐井村レクリェーションサークル

千葉 Ｓ（３８）２３１０

ウォークラリーとは？

・コース図（当日配布）にもとづいてチームで歩きます。

・途中、チェックポイントで出された課題を解きます。
。「時間得点

」と「課題得点」の合計点で順位を決めます。
・年齢・性別は問いません。

少 年 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 紹 介

会員１４名で活動中！！ サッカークラブ「ＦＣ佐井」

ＦＣ佐井は保育所から小学３年生までの児童が佐井小
学校グランドで土曜日・日曜日に活動しているサッカー

クラブです。
８月７囗、ＦＣ佐井は結成２年目にして初遠征を行い

ました。対戦相手はむつ市まさかりＦＣサッカースポー
ツ少年団。試合は残念ながら負けましたが大勢の父母の
応援のもとファイトあるプレーを展開しました。
ＦＣ佐井では小学３年生までの人でサッカーをしてみ

たい人、体を動かしてみたい人を募集しています。
詳しくは ３（３８）２３１０ 千葉まで



第
５
回
県
民
駅
伝
大
会

「
健
脚
で
つ
な
げ
郷
土
の
和
と
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

第
五
回
県
民
駅
伝
大
会
が
十
五
日
、
青
森
市
を
舞
台
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
井
村
は
こ
こ
数
年
、
選
手
の
健
闘
も
む
な
し
く
、

最
下
位
と
い
う
不
名
誉
な
成
績
に
終
わ
っ
て
お
り
、
「
今

年
こ
そ
は
’・
」
と
望
ん
だ
大
会
で
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
今
年
も
最
下
位
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
「
来
年
こ
そ
ば
！
」
と
心
の
中
で
誓
っ

て
い
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

第５回青森県民駅伝競走大会コ ース図

一 出場した選手の皆さんー

川
目
地
区

一
気
に
消
防
力
強
化
／
’

○
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
配
置

今
年
、
四
月
に
結
成
さ
れ
た

第
九
分
団
に
念
願
の
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車
（
集
中
操
作

盤
付
全
自
動
型
、四
輪
駆
動
車
）

一
台
が
配
置
さ
れ
た
。

去
る
、
八
月
八
日
村
長
室
で

葛
西
助
役
か
ら
横
浜
消
防
団
長

に
配
置
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
そ

の
後
、
川
目
地
区
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
前
で
地
域
住
民
が
見
守

る
中
、
横
浜
消
防
団
長
か
ら
上

山
勉
分
団
長
に
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。引

き
続
き
、
消
防
分
署
署
員

か
ら
ポ
ン
プ
の
操
作
指
導
を
受

け
、
放
水
訓
練
を
実
施
し
、
今

後
と
も
訓
練
を
積
み
重
ね
川
目

地
区
を
火
災
か
ら
守
る
こ
と
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

Ｏ
小
型
動
力
ポ
ン
プ
交
付

八
月
二
十
一
日
青
森
県
消
防

学
校
で
日
本
消
防
協
会
徳
出
正

明
会
長
が
来
青
し
、
北
海
道
・

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
消
防
団
体
に

防
災
用
車
両
等
資
器
材
の
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
村
か
ら
は
、
川
目
婦
人
消

防
協
力
隊
の
長
年
に
わ
た
る
活

動
が
評
価
さ
れ
、
Ｄ
－

一
級
軽

可
搬
式
小
型
動
力
ポ
ン
プ
一
台

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
東
出
村
長
、
横
浜

消
防
団
長
、
荒
川
隊
長
、
竹
内

警
防
隊
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

交
付
式
終
了
後
、
村
長
か
ら

荒
川
隊
長
に
。

「
防
災
用
車
両
等
を
十
分
活
用

し
、
第
九
分
団
と
二
人
三
脚
で
、

災
害
か
ら
地
域
住
民
を
守
っ
て

ほ
し
い
」

と
の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。



こ
ん
に
ち
は
／

社

会

福

祉

協

議

会

で
す

（
第
二
十
二
号
）

今
年
も
十
月
一
日
か
ら

十
二

月
三
十
一
日
ま
で
全

国
一
斉
に
「
赤

い
羽
根
共

同
募
金
運
動
」

が
始
ま
り

ま
す

。

今
年
は
、
こ
れ
ま
で
の

戸
別
募
金
、
職
域
募
金
、

学
校
募
金

に
加
え
「
テ
レ

ホ
ン

カ
ー
ド
募
金
」
を
実

施
し
ま
す

。
こ

れ
は
み
な

さ
ん

に
テ
レ

ホ
ン

カ
ー
ド

を
購
入
し
て
も

ら
い
そ
の

代
金

の
一
部

が
募
金

さ
れ

る
も

の
で
す
。

奉
仕
員

が
み
な
さ
ん
の

ご
家
庭
を
訪
問
し
た
際
に

は
、

ご
協
力
を

お
願

い
し

ま
す

。
ま

た
、
昨
年
度
の

募
金

の
使

い
み
ち
、
テ
レ

ホ
ン

カ
ー
ド
の
販
売
方
法

に
つ

い
て
は
別
紙

の
チ
ラ

シ
を

ご
覧
下

さ
い
。

あ
た

た
か

い
ご

寄
付

あ

り
が
と

う
ご

ざ

い
ま
す

（
平
成
九
年
四
月
？
九
月
末
）

石
戸
良
一
様

三
〇
、
〇
〇
〇
円

山
本
美
吉
様

二
〇
、
〇
〇
〇
円

加
藤
秀
夫
様

『

○
○
○
円

木
部
文
夫
様

二
〇
、
〇
〇
〇
円

宮
野
正
治
様

二
、
〇
〇
〇
円

日
赤
奉
仕
連
合
団
様三

、
〇
〇
〇
円

母
子
寡
婦
福
祉
会
様

お
し
ぼ
り
、
タ
オ
ル
百
枚

皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご

寄
付
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

の
た
め
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。テレホンカード

去
る
九
月
四
日
、
県
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
校
に

指
定
さ
れ
て
い
る
佐
井
中

学
校
一
、
二
年
生
を
対
象

に
体
験
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
あ
す
な
ろ
交
流

室
で
障
害
の
あ
る
人
の
立

場
に
な
っ
て
考
え
る
車
椅

子
・
手
話
体
験
。
核
家
族

化
が
進
み
老
人
と
ふ
れ
あ

う
機
会
の
少
な
い
ま
ま
成

長
し
て
い
く
子
供
た
ち
の

た
め
に
山
村
広
場
で
世
代

交
流
ふ
れ
あ
い
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

今

回

の

体

験

で

は

、

障

害

の

あ

る

人

も

な

い

人

も

老

人

も

子

供

も

何

ら

変

わ

ら

ず

一

緒

に

・

・

争

一

地

域

で

共

に

生

き

る

為

に

人

間

と

し

て

大

切

な

事

を

学

ん

だ

い

い

一

日

で

し

た

。

●
手
話
教
室
（
障
害
体
験
）

む
つ
下
北
ろ
う
あ
協
会
、
橋
本

き
よ
子
氏
が
耳
と
囗
が
不
自
由
な

自
分
の
生
活

の
様
子
を
手
話
通
訳

を
通
じ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

実
際
に
耳
と
口
の
不
自
由
な
方
を

目
の
前
に
そ
の
人
の
身
ぶ
り
手
ぶ

り
で
話
す
生
活
の
様
子
は
大
変
興

味
深
く
子
供
た
ち
の
心
に
熱
く
残

り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
人
一
人
自
分
の
名
前

や
挨
拶
な
ど
を
手
話
で
習
い
ま
し

た
。
お
話
を
い
た
だ
い
た
橋
本
氏

へ
拍
手
を
送
り
た
い
が
聞
こ
え
な

い
。
そ
こ
で
習
い
た
て
の
手
話
で

拍
手
を
送
る
と
橋
本
氏
も
手
話
で

「
あ
り
が
と
う
」
と
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

●
老
人
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

（
ふ
れ
あ
い
体
験
）

老
人
の
方
々
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
の
ル
ー
ル
や
ス
テ
ッ
キ
の
持
ち

方
を
習
い
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

行
い
ま
し
た
。
簡
単
だ
と
思
っ
て

い
た
が
な
か
な
か
智
恵
と
技
術
の

い
る
も
の
だ
と
老
人
の
方
々
を
羨

望
の
眼
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

中
に
は
熱
心
さ
の
あ
ま
り
大
声
で

指
不
さ
れ
た
子
供
た
ち
も
い
た
よ

う
で
す
。
他
人
に
無
関
心
な
風
潮

の
世
の
中
、
近
所
の
お
じ
い
さ
ん

や
他
人
に
怒
鳴
ら
れ
て
覚
え
た
り

教
え
ら
れ
た
り
す
る
の
も
大
切
な

こ
と
で
あ
り
ず
っ
と
忘
れ
な
い
も

の
で
す
。



保
健

碌

ぢ
よ

、リ

保髏協力員を

よろしく ／

、
ご

協

力

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

々

九
月
に
は
、
全
村
の
四
十
歳
か

ら
七
十
歳
の
方
に
「
食
生
活
実
態

調
査
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に
は
、
ア
ン

ヶ
Ｉ
ト
の
記
入
に
ご
協
力
し
て
お

た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
来
年

の
春
こ
ろ
に
、
お
知
ら
せ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

む
っ
保
健
所

佐
井
村
役
場
住
民
福
祉
課

今
回
は
、
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

配
布
。
回
収
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
「
保
健
協
力
員
」
の
み
な
さ

を
紹
介
し
ま
す
。

当
村
に
は
３５
名
の
保
健
協
力
員

の
方
が
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
ど

の
く
ら
い
保
健
協
力
員
の
活
動
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
健
診
の
申
し

込
み
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

と
も
、
保
健
福
祉
大
会
の
健
康
劇

で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
が
目
に

し
て
い
る
活
動
の
場
面
は
、
ほ
ん

の
一
部
分
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
保
健
衛
生
事
業
に
協
力
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
健
診
を

勧
め
る
こ
と
で
村
の
受
診
率
が
上

が
っ
た
り
、
相
談
に
応
じ
た
り
、

支
援
の
必
要
な
方
の
情
報
を
提
供

し
た
り
と
、
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

行
政
側
の
一
方
的
な
活
動
だ
け

で
は
、
各
地
区
の
状
況
に
あ
わ
な

い
保
健
活
動
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
地
区
で
生
活
し
特
性
を
把
握

し
て
い
る
協
力
員
の
協
力
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
も
活
動
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
、
住
民
の
み
な

さ
ん
の
健
康
も
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。住

民
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

も
保
健
協
力
員
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

保 健 協 力 員 名 簿

二
鑞
六
ヶ
月
児

歯
科
検
診

む
し
歯

須

藤

渓

太

く
ん

（
古
佐
井
）

横
浜

祥
太
く
ん

（
磯

谷
）
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交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

青
森
県
民
交
通
安
全
の
日
の
九

月
一
日
、
ア
ル
ザ
ス
し
お
さ
い

ホ
ー
ル
で
青
森
県
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
「
む
つ
・
下
北
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
」
が
、
。
ゆ
と
り
と
思
い

や
り
の
交
通
社
会
を
め
ざ
し
て
″

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

む
つ
・
下
北
郡
内
か
ら
会
員
約

百
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

青
森
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
長
間
宮
安
子
あ
い
さ
つ
、
来
賓

祝
辞
の
あ
と
、
大
間
警
察
署
員
と

佐
井
村
の
会
員
に
よ
る
寸
劇
で

は
、
変
装
し
た
り
人
形
を
使
っ
た

り
し
会
場
を
わ
か
せ
ま
し
た
。

保
育
所
の
園
児
に
よ
る
「
ピ
ッ

ピ
ッ
体
操
」
も
大
好
評
で
し
た
。

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会
は
、

反
射
材
を
身
に
つ
け
て
の
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
サ
ン
デ
ー
ダ
ン
ス
を
踊

り
反
射
材
の
効
果
な
ど
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

昼
食
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、

大
間
警
察
署
の
山
田
交
通
課
長
が

バ
イ
ク
の
ト
ラ
イ
ア
ル
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ
ー
に
よ
る
衝

撃
度
体
験
を
経
験
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
各
市
町
村
の
母
の
会
活
動

発
表
と
意
見
交
換
、
次
期
開
催
地

大
間
町
の
母
の
会
々
長
の
あ
い
さ

つ
で
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
こ
れ
か
ら
も
県
内
母

の
会
々
員
は
注
意
と
連
帯
を
強
め

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

夜
間
外
出

す
る
と
き

※

反
射
材
を
お
求
め
の
方
は
、

母
の
会
役
員
に
連
絡
下
さ
い
。

卜反

射

材

で

の

卜

…
………
夜

間

パ

レ

ー

ド

夜
間
の
事
故
防
止
と
反
射
材
の

効
用
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
八
月

二
十
七
日
午
後
七
時
、
消
防
分
署

前
か
ら
古
佐
井
東
出
商
店
ま
で
佐

井
駐
在
所
の
パ
ト
カ
ー
を
先
導
に
、

母
の
会
々
員
が
反
射
材
を
付
け
て

夜
間
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

反
射
材
の
付
い
た
物
と
し
て
は
、

★
帽
子

★
ラ
イ
ト
ジ
ャ
ン
パ
ー

★
ト
レ
ー
ナ
ー

★
交
通
安
全
と
書
か
れ
た
タ
ス
キ

★
ホ
ワ
イ
ト

ー
ピ
ン
ク

ー
オ
レ
ン

ジ
色
で
手
首
に
付
け
る
バ
ン
ド

★
（

Ｉ

ト
型
・

ウ
サ

ギ
型
・

ク

ロ
ー
バ
ー
型
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

★
イ
エ
ロ
ー
・
ブ
ル
ー

ム
一
種
類

の
セ
フ
テ
ィ
ー
バ
ッ
ク

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
母

の
会
で
作
っ
た
。

。反
射
材
を
つ
け
よ
う
ネ
ーｙ

と

書
か
れ
た
タ
レ
幕
を
持
っ
て
先
頭

パ
ト

カ
ー
の
ス
ピ
ー

カ
ー
で

パ

レ
ー
ド
を
呼
び
か
け
、
ふ
れ
あ
い

号
で
反
射
材
を
照
ら
し
歩
き
ま
し

た
。夜

間
、
出
歩
く
人
が
反
射
材
を

付
け
て
い
れ
ば
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も

気
付
き
事
故
防
止
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
思

い
な

が
ら

パ

レ
ー
ド
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。



駐
在
所
だ
よ
リ

ＴＥＬ３８－２２１８

キ

ノ

コ

採

り

の

遭

難

な

く

そ

う

昨
年
の
キ
ノ
コ
採
り
の
遭
難
は

九
件
九
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

遭
難
の
原
因
別
を
み
る
と

○
道
迷
い

六
人

（
軽
傷
一
人
、
無
事
五
人
）

○
滑
・
転
落

一
人
（
重
傷
）

○
病
気

一
人
（
死
亡
）

○
転
倒

一
人
（
軽
傷
）

と
な
っ
て
お
り
、
キ
ノ
コ
採
り
に

夢
中
に
な
り
迷
う
ヶ
Ｉ
ス
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

日
没
の
時
間
も
早
ま
り
、
県

内
で
は
歩
行
者
や
自
転
車
通
行

者
な
ど
の
交
通
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、

安
全
運
転
を
励
行
し
ま
し
よ

事
故

（
九

月

十

日

現

在

）

★
八
月
十
二
日
夕
方
、
中
道
地
区

の
国
道
三
三
八
号
で
左
折
中
の

乗
用
車
に
後
続
車
が
追
突
す
る

事
故
発
生
、
ケ
ガ
な
し
。

★
八
月
十
四
日
夜
、
ア
ル
ザ
ス
賍

車
場
で
乗
用
車
と
自
転
車
と
の

衝
突
事
故
発
生
、
足
部
骨
折
の

重
傷
。

★
八
月
十
六
日
午
後
、
牛
滝
地
区

縫
道
石
の
国
道
三
三
八
号
で
乗

用
車
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
衝
突

す
る
事
故
発
生
、
ケ
ガ
な
し
。

●
八
月
十
四
日
、
牛
滝
地
区
の
海

上
で
、
密
漁
警
戒
中
の
監
視
団

が
不
審
者
数
名
に
暴
行
さ
れ
る

傷
害
事
件
が
発
生
。
現
在
、
搜

査
中
。

●
八
月
十
六
日
、
矢
越
漁
港
内
で

あ
わ
び
密
漁
事
犯
発
生
、
検
挙
。

本

官

雑

感

昔
か
ら
、「
戸
締
ま
り
用
心
・

火
の
用
心
」
と
い
う
言
葉
を
耳

に
し
ま
す
が
、
「
う
ち
に
は
泥

棒
人
ね
し
て
」
な
ど
と
言
っ
て

戸
締
ま
り
し
な
い
家
も
少
な
か

ら
ず
あ
る
よ
う
で
す
。

万
一
に
備
え
、
盗
難
な
ど
の

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
戸
締
ま

り
用
心
を
心
掛
け
て
は
い
か
が

こ
の
た
び
、
大
間
中
学
校
体
育

館
で
、
大
同
地
区
連
合
防
犯
協
会

主
催
の
中
学
生
防
犯
弁
論
大
会
が

開
催
さ
れ
、
将
来
を
担
う
少
年
た

ち
の
熱
弁
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

三
位

饑
谷
中
一
年

横
浜
幸
栄

努
力
賞佐

井
中
二
年

宮
野

聖
子

牛
滝
中
二
年

竹
内

信
子

福
浦
中
三
年

金
井

伸
行

佐
井
中
三
年

石
戸

秀
行

磯
谷
中
一
一
年

横
浜
か
お
り

牛
滝
中
二
年

竹
内
か
お
り

握 柳机 ググ邸鉗だご勸幺／
過

激

派

は
、

そ

の

時
々
の
時
局
問
題
を
捉

え
、
爆
弾
闘
争
を
中
心

と
し
た
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ

を
繰
り
返
し
て
お
り
、

日
常
生
活
に
ひ
そ
か
に

入
り
込
み
、
秘
密
ア
ジ

ト
で
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
の

準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

不
審
情
報
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

青森県警察シンボルマスコット誕生

ア ピ ー く ん

青森（Ａｏｍｏｒｉ）と警察（Ｐｏｌｉｃｅ）の英語頭文字

をとり、呼びやすく、親しみやすく、県民 に

愛されるようにという意味で「アピーくん」

に決まりました。多数の応募ありがとうござい

ました。



あなたの声を行政に

人にやさしく

ともに生きる社会をめざそう！

先
月
号
か
ら
、
村
で
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

政
策
情
報
を
村
民
の
み
な
さ
ん
に
提
供
し
、
そ

れ
に
対
す
る
意
見
を
広
く
求
め
て
、
今
後
の
行

政
運
営
に
返
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
月
は
「
赤
十
字
の
里
づ
く
り
」
を
考
え
て

み
ま
す
。

日露戦争の時、剛太郎によっ

て作 ら れた手 製 の赤 十 字 旗

「
赤
十
字
の
里
づ
く
り
に
つ
い
て

の
提
言
」
（
平
成
七
年
七
月
村
長

提
言
）

満
足
で
き
る
生
活

社
会
は
大
き
く
変
動
し
て
い
ま

す
が
、
「
誰
し
も
恵
ま
れ
た
環
境

で
満
足
で
き
る
生
活
を
送
り
た
い
」

と
の
共
通
の
願
望
が
あ
り
ま
す
。

村

お

こ

し

し
か
し
、
現
況
は
都
市
と
地
方

に
格
差
が
生
じ
、
地
方
は
過
疎
化

に
悩
み
な
が
ら
地
域
お
こ
し
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

歴
史
・
文
化
・
風
上

私
た
ち
の
村
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
地
域
振
興
を
考
え
る

と
き
、
地
域
に
残
さ
れ
て
い
る
歴

史
、
文
化
、
風
土
を
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

先
人
の
労
苦
と
情
熱

今
の
佐
井
村
が
あ
る
の
は
夢
と

希
望
を
も
っ
て
築
き
あ
げ
た
先
人

の
労
苦
と
情
熱
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。

博

愛

精

神

私
た
ち
の
村
に
は
国
際
愛
に
生

き
、
人
類
愛
を
実
践
し
た
三
上
剛

太
郎
翁
の
遺
徳
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
「
博
愛
」
精
神
に
基
づ
い
た

日
露
戦
争
で
の
手
製
の
赤
十
字
旗

で
あ
り
、
へ
き
地
診
療
等
の
実
践

で
す
。

村

創

り

物
質
文
明
に
片
寄
る
こ
と
な

く
、
村
民
が
助
け
合
い
の
精
神
を

も
ち
、
一
致
団
結
し
て
村
創
り
に

専
念
し
ま
し
ょ
う
。

赤
十
字
の
里
づ
く
り

そ
し
て
現
在
と
未
来
へ
向
け
て

の
村
創
り
の
た
め
に
「
赤
十
字
の

里
づ
く
り
」

キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
心
の
な
か
に
赤
十
宇
の
旗
を

ひ
る
が
え
し
、

人
に
や
さ
し
く
共
に
生
告
る

杜
会
を
め
ざ
そ
う
Ｉ・
」

赤
十
字
の
果
づ
く
り
検
討
委
員

会
（
委
員
長

葛
西

崇
）
を
設

置
し
、
各
種
の
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

赤
十
字
の
里
学
習
推
進
事
業

「
よ
み
が
え
れ

北
の
輝
き
」
出

版
事
業村

内
全
戸
へ
配
布
、
県
内
の

図
書
館
・
公
民
館
へ
配
布
、

全
国
の
日
赤
支
部
へ
配
布
、

そ
の
他
希
望
者
へ
の
配
布

三
工

剛
太
郎
物
語
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
ビ
デ
オ
」
制
作
事
業

平
成
十
年
二
月
末
日

完
成
予
定



赤
十
字
活
動
普
及
事
業

「
赤
十
字
の
里
づ
く
り
」
推
進
大

会

よ
み
が
え
れ

北
の
輝
き
出

版
記
念
事
業
と
し
て
実
施

「
赤
十
字
の
里
Ｐ
Ｒ
」
事
業

役
場
庁
舎
前
へ
け
ん
垂
幕
、

大
間
町
と
の
境
界
付
近
へ

看
板
設
置

「
救
急
法
」
講
習
会

磯
谷
地
区
で
実
施

「
救
急
法
講
習
会
用
憺
品
等
」
講

入

止
血
用
モ

デ
ル
、
三
角
巾

な
ど

赤
十
字
の
里
国
際
交
流
事
業

「
青
少
年
赤
十
字
国
際
交
流
」
派

遣
事
業平

成
八
年
度
か
ら
中
学
生
、

指
導
者
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ

派
遣

赤
十
字
活
動
支
援
事
業

「
水
上
安
全
法
」
講
習
会
へ
の
派

遣「
災
害
救
助
備
品
等
」
購
入

長
靴
、
ヤ
ッ
ケ
、
バ
ケ
ツ

な
ど

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
用
備
品
」

購
入

車
イ
ス

各
集
会
施
設
へ

配
備

基

本

理

念

「
村
民
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る

よ
う
博
愛
精
神
の
高
揚
と
文
化
の

薫
り
高
く
、
い
き

い
き
と
し
た
住

み
よ
い
村
を
創
造
す
る
」

こ
と
を
基
本
理
念
と
し
ま
す
。

行
政
の
取
組
み

ほ
の
ぼ
の
交
流
事
業
（
ひ
と
り

暮
ら
し
の
老
人
支
援
）
、
赤
十
字

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業

（
青
少
年
赤
十
字
活
動
支
援
、
日

赤
奉
仕
団
活
動
支
援
）
、
「
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て

高
齢
者
・
障
害
者
の
配
慮
し
た
村

営
住
宅
の
建
築
、
そ
の
他
の
公
共

施
設
（
道
路
等
を
含
む
）
も
同
様

の
考
え
方
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

赤
十
字
の
里
づ
く
り推

進
本
部
設
置

「
基
本
理
解
を
具
体
化
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
村
長
を
本
部
長
と
す

る
推
進
本
部
を
設
置
し
、
全
庁
体

制
で
事
業
を
企
画
・
推
進
し
ま

す
」

行
政
だ
け
で
は
実
現
不
可
能

「
基
本
理
念
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
は
、地
域
に
お
け
る
助
け
合
い
、

人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

村
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
」

赤

十

字

の

里

づ

く

り

に

あ

っ

た

村

民

の

皆

さ

ん

の

ご

意

見

を

お

寄

せ

く

だ

さ

い

。

葉

書

、

封

書

、

電

話

で

も

結

構

で

す

。

担

当

：

教

育

委

員

会

社

会

教

育

課

昔

⑩

４

に
。）
Ｏ

冖ｎ
）

推進組織



お知らせ

コーナー

行

政

へ

の

苦

情

・
要

望

お
気

軽
に

ご
相

談

を

十

月

十

二

日

か

ら
十

八

囗
ま

で

「
秋

の
行

政
相

談

週
間

」

で
す

。

毎

日

の
生

活

の

中

で
、

役

所

の

行

っ

て

い

る
仕

事

に

つ

い

て

の
苦

情

・
要

望

な

ど

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。行

政
相

談

員

が
「
無

料

」
で
「

秘

密

」

を
守

り

解
決

に
努

め

ま

す

か

ら

安
心

し

て

ご
相

談
下

さ

い
。

相

談

は

、

口
頭

、

電
話

、
手

紙

い
ず

れ

の

方
法

で

も

良

く

匿
名

の

取

扱

も

行

っ
て

い
ま

す

。

行

政

相

談

所

開

設

■

日

時

十

月

十

七

囗
（
金

）

午

後

十

時

か

ら
午

後

二

時

半

■

場

所

ア
ル

ザ

ス

会

議

室

」

相

談

員

大

石

健
次

郎
（
長

後

）

公

⑩
ｒ
Ｄ
４
ｎ
乙
ｎ
乙

児

童

手

当

制

度

お

知

ら

せ

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活

の
安
定
と
、
次
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の

向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
方

児
童
手
当
は
、
三
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
前
年
（
一
月
か
ら
五

月
ま
で
の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て

は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
以

上
の
場
合
に
は
、
所
得
制
度
に
よ

り
児
童
手
当

は
支

給
さ
れ
ま
せ

ん
。

○
児
童
手
当
の
額

第
一
子
（
月
額
）

五
千
円

第
二
子
（
月
額
）

五
千
円

第
三
子
以
降
（
月
額
）
一
万
円

○
児
童
手
当
の
支
給

児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請

求
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か

ら
開
始
さ
れ
、
支
給
事
由
の
消
滅

し
た
日
の
属
す
る
月
分
ま
で
支
給

さ
れ
ま
す
。

手
当
は
、
毎
月
二
月
、
六
月
、

十
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
福

祉
課
住
民
係
（
公
務
員
の
方
は
勤

務
先
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

融

資
ご

案

内

◇
地
元
企
業
の
繁
栄
を
支
援
す
る

保
証
制
度
◇

佐
井
村
で
は
青
森
県
信
用
保
証

協
会
と
協
調
し
て
、
事
業
資
金
の

借
入
を
円
滑
化
す
る
た
め
次
の
特

別
保
証
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

特
別
保
証
制
度

（

）
は
無
担
保
保
証
の
料
率
で

す
。

・
無
担
保
、
無
保
証
人
制
度
も

扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の

保
証
抖
率
は
〇
・
六
八
％
と

Ｉ

層
引
下
げ
し
た
取
扱
い
と
な
っ

て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

青
森
県
信
用
保
証
協
会

む
つ
支
所
（
昔
⑩
１
２
０
４
）

役
場
企
画
調
整
課

（
ａ

⑩
２
１
１
古

児

童

扶

養

手

当

ご
存
知
で
す
か

Λ
児
童
扶
養
手
当
▽

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、
父
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

を
養
育
し
て
い
る
場
合
ま
た
は
父

が
心
身
に
障
害
が
あ
る
場
合
に
、

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
に

対
し
て
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
手
当
の
支
給
は

児
童
が
十
八
歳
に
達
し
た
年
度
末

ま
で
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
児
童
が
施
設
に
入
所

し
た
り
、
母
・
児
童
が
年
金
、
恩

給
な
ど
の
公
的
年
金
を
受
け
て
い

る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

Λ
特
別
児
童
扶
養
手
当
▽

心
身
に
障
害
の
あ
る
二
十
歳
未

満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
、
母
に

特
別
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

た
だ
し
、
対
象
児
童
が
施
設
等

に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
福

祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

六

十

歳

定

年

法

的

義

務

に

法

的

義

務

に
よ

り

、

平

成

十

年

四

月

一
日

か

ら
は

、

事

業

主

の
定

め
を

す

る
場

合

に
は

、

そ

の
定

年

は

六

十

歳

を

下

回

る
こ

と

が

で
き

な

く

な

り

ま

す

。
こ

れ
は

、

既

に

定

年

を

定

め

て

い

る
事

業

主

に

つ

い

て
も

同

様

で
す

。

ま

た
、

定

年

に
達

し

た
も

の

が

継

粒

雇
用

を

希

望

す

る
と

き

は
、

六

十

五

歳

に

達
す

る

ま

で
雇

用

に

努

め

な
け

れ

ば

な
り

ま
せ

ん

。

問

い
合

わ

せ

む

っ

公

共

職

業

安

定

所

登
⑩

１

３

３

１

職

業

訓

練

指

導

員

講

習

会

こ

の
講

習

は

、

短

期

間

に

指

導

技

法

に
関

す

る
最

低

必

要

な

知

識

を

習

得

さ
せ

、

職

業

訓

練

指

導

員

免

許

を

与

え

よ
う

と

す

る
も

の
で

す

。

○

日

時

平

成

十

年

一
月

十

九

日

か

ら
二

十

四

日

ま

で

午

前

八

時

三

十

分

か

ら
午

後

五

時

ま

で

○

場

所

む

っ
高

等

技

術

専

門

校

○

申

込

／

切

平

成

九

年

十

一
月

二

十

六

日

○

申

込

先

及

び
問

い
合

わ
せ

む

っ
共

同

高

等

職

業

訓

練

校

昔
⑩

８

４

９

に
。）



温

泉

ボ

ー

リ

ン

グ
エ

事

中
間
報
告

村
で
は
、
中
道
地
区
で
温
泉
開

発
ボ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。九

月
一
八
日
現
在
、

冂

四
六

Ｏ
ｍ
付
近
を
掘
削
中
で
す
。

調
査
結
果
は
、
十
月
中
旬
頃
か

ら
十
一
月
上
旬
頃
ま
で
に
わ
か
る

予
定
で
す
。

奥

さ

ま

と

税

パ
ー
ト
収
入
は
、
通
常
、
給
与

所
得
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

パ
ー
ト
の
年
収
が
Ｉ
〇
三
万
円
以

下
で
す
と
給
与
所
得
控
除
額
（
最

低
六
五
万
円
）
を
差
し
引
い
た
残

額
が
基
礎
控
除
（
三
八
万
円
）
以

下
と
な
り
ま
す
の
で
、
所
得
税
は

か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶
者
控
除

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
内
職
な
ど
の
収
入
は
、

収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い

た
残
り
が
事
業
所
得
又
は
雑
所
得

と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
家
内
労
働
者
な
ど
、

特
定
の
人
に
対
し
て
継
続
し
て
労

務

の
提
供
を
す
る
人

に
つ
い
て

は
、
必
要
経
費
と
し
て
六
五
万
円

（
収
入
金
額
が
限
度
で
す
）
を
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
収
入
が
内
職
だ

け
の
場
合
は
、
パ
ー
ト
収
入
と
同

様
に
年
収
が

Ｉ
〇
三
万
円
以
下
で

す
と
所
得
税
は
か
か
り

ま
せ

ん

し
、
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

原
子

力
発

電
所
先
例
地

視
察

研
修
参
加
者
（
一
般
住
民
）
を

募
集
し
ま
す
。

現
在
、
大
間
町
へ
、
電
源
開
発

（
株
）
に
よ
り
原
子
力
発
電
所
建

設
計
画

が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す

が
、
一
昨
年
八
月
、
従
来
の
Ａ
Ｔ

Ｒ
計
画
に
替
え
て
Ａ
Ｂ
Ｗ
Ｒ
（
改

良
型
沸
騰
水
型
軽
水
炉
）
へ
計
画

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
当
村
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
原
子
力
発
電
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

原
子
力
発
電
所
先
例
地
視
察
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
計
画
変
更

と
な
っ
た
Ａ
Ｂ
Ｗ
Ｒ
計
画
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
同
型

の
原
子
炉
を
採
用
し
て
い
る
東
京

電
力
（
株
）
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発

電
所
六
号
機
（
新
潟
県
）
を
中
心

と
し
た
視
察
を
引
き
続
き
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
に
よ
り
、
左
記
要
領
に
て

先
例
址
視
察
研
修
参
加
者
（
一
般

住
民
）
を
募
集
し
ま
す
か
ら
、
多

く
の
村
民
（
特
に
来
視
察
者
）
の

応
募
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
視
察
先
及
び
視
察
日
程

柏
崎
刈
羽
地
点
（
二
泊
三
日
）

十
一
月
二
十
一
日
（
金
）

～
二
十
三
日
（
日
）

■
研
修
内
容

発
電
所
概
況
説
明
～
発
電
所
構

内
見
学
～
地
元
周
辺
施
設
等
見
学

■
募
集
対
象
者

次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方

に
隕
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
満
十
八
歳
以
上
の
村
民

・
一
昨
年
度
以
降
柏
崎
刈
羽
地
点

へ
の
先
例
地
視
察
に
参
加
さ
れ
て

い
な
い
方

■
募
集
人
員

二
十
名

（
先
着
順
）

■
申
込
み
方
法
・
期
日

「
原
子
力
発
電
所
先
例
地
視
察

研
修
参
加
申
込
書
」
は
、
役
場
企

画
調
整
課
に
あ
り
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
十
月
十
五
日
ま

で
に
同
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
通
知
方
法

視
察
参
加
者
に
は
、
詳
細
日
程

等
を
別
途
通
知
し
ま
す
。

一

そ
の
他

・
村
主
催
の
視
察
研
修
と
な
り
ま

す
か
ら
、
費
用
は
佐
井
村
の
条
例

に
基
づ
き
支
給
し
ま
す
。

・
視
察
研
修
前
に
事
前
説
明
会
を

実
施
し
ま
す
。

・
視
察
参
加
者
全
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

・
申
込
み
人
数
が
少
な
い
場
合
は

視
察
内
容
、
日
程
等
の
変
更
を
お

願

い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

第 ５ 回 ク レ ジ ッ ト ・ サ ラ 金 １１０番

１． 実 施 日 時 平成９年Ｈ月１日出午前１０時～午後４時まで

２． 実 施 場 所 青森市長島三丁目５番１６号 青森県司法書士会館２階

３． 受付電話番号 ０１７７－７６－８４１１

４． 相 談 料 無 料

５． 連絡責 任 者 〒０３４青森県十和田市西十二番町１１番１３号

司法書士 竹ヶ原 克 哉

電話 ０１７６－２３一３４７１



昨年まで実施されていた「佐井村産業フェア」と「保健

福祉大会」が、今年から合同で実施することになり、名称

も「’９７佐井村ふるさとフェア」と生まれ変わりました。

当日は、さまざまな催しを用意していますから、お気軽

にお立寄りください。

１．開催日時

１０月２５日（土）午前１０時から午後４時まで

１０月２６日（日）午前９時から午後４時まで

２．場 所

津軽海峡文化館（アルザス）

３．実施内容

・農林水産物の展示及び販売

・村内商店による販売

・姉妹町村等による特産品の販売

・保健、福祉の講演及びＰＲ

・ニュースポーツ講習会

・防災ヘリコプター「しらかみ」による救助訓練

・アニメ映写会及び各種ゲーム大会

・その他

なお、農林水産物・料理・アイディアエ夫展では、

出品物を募集します。出品者のみなさんには、記念

品を用意していますから、次のとおり申込みしてく

ださい。

・農林水産物

下北農業協同組合佐井支所、役場農林水産課農林係

・料理及び加工品

佐井村漁業協同組合、役場農林水産課水産係

・アイディアエ夫展

佐井村教育委員会

＊出品物には、名札をつけてください。応募資格は、

村内に居住する方ならどなたでも申込 みできま

す。また、出品物は原則として返却しませんので、

返却を希望する方は、申込みする際にその旨、申

し出てください。なお、その他詳しい内容などに

ついては、その都度お問い合わせください。

（問い合わせ先）

企画調整課商工観光係 まで

満１鑞おめでとう１！

西 谷 眞 子 心ぺ

（靖人・志絵）大佐井

戸籍の窓口
９月１５日現在

○お誕生おめでとう

五十嵐 秀平（清晴）磯 谷

○ご結婚おめでとう

（船 越 博 史 大佐井

渋 谷 美 佳 古佐井

○おくやみ申し上げます

横 涜 た き（かね）原 田

福 田 義 一（みゑ）大佐井

※個人のプライバシーを尊重する意

味で、掲載して欲しくない方は届

出の際、係に申し出て下さい。

佐 井 村 の 人 口 ８月３１日現在

（前月比）

男 １，６６ １ ［十 ］⊃

女 １，６７９ （＋ ２）

計 ３ ，３４０ （＋ ３）

世帯数 １，１１５
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